
　北陸新幹線長野－金沢間の開業が目前に
迫ってきました。地域活性化の起爆剤として
期待される新幹線。福井県の北の玄関口とな
るあわら市にとって、３月14日の金沢開業を
どう迎えるか、その後の経済効果をどうまち
づくりに生かしていくか、そして、10年後あ
るいはさらに前倒しも予想される県内延伸に
どう対処するかが大事な課題となっています。
　講演やパネルディスカッションを通して、
市民みんなで考えましょう。

問合せ　政策課　まちづくり推進Ｇ
☎ 73-8006

「新幹線開業に向けたまちづくり（仮）」
講　師　

清水　愼一 氏
観光地域づくりプラットフォーム
推進機構会長

「金沢開業１カ月前！
　　　　いま、求められていることは？」
コーディネーター　

江川　誠一 氏　福井県立大学地域経済研究所講師
パネリスト　

清水　愼一 氏
橋本　達也　あわら市長
市内まちづくりに関わる皆さん

と　き　２月７日（土）13 時 ～ 15 時 30 分ところ　中央公民館　大ホール参加費　無料

北陸新幹線フォーラム　

in　あわら

公開討論会　まちづくりをみんなで考えよう！

　子ども一人一人がかけがえのない個性ある存在と
して認められるとともに、自己肯定感を持って育ま
れることを第一に、幼児期の学校教育や保育の方針
をはじめ、地域の子育て支援の量や質の拡充・向上
に向けた取り組みの指針となる計画です。
案件名　　あわら市子ども・子育て支援事業計画
募集期間　１月 20 日（火）～２月３日（火）
閲覧方法　募集期間内に市ホームページや子育て

支援課で閲覧可能
提出方法　住所・氏名・連絡先を明記の上、持参、

郵送、ＦＡＸまたはメールで
問合せ　　子育て支援課

〒 919-0692
あわら市市姫三丁目１番１号
☎ 73-8021
ＦＡＸ  73-5688
Ｅメール  kosodate@city.awara.lg.jp

　東日本大震災の教訓をもとに、災害に強いまちづく
りを推進するため、あわら市地域防災計画の全面改定
を行います。

案件名　　あわら市地域防災計画
募集期間　１月 30 日（金）～２月 13 日（金）
閲覧方法　募集期間内に市ホームページや総務課

で閲覧可能
提出方法　住所・氏名・連絡先を明記の上、持参、

郵送、ＦＡＸまたはメールで
問合せ　　総務課安全対策室

〒 919-0692
あわら市市姫三丁目１番１号
☎ 73-8040
ＦＡＸ  73-1350
Ｅメール  soumu@city.awara.lg.jp

パブリックコメントを募集します

◆ 子ども・子育て支援事業計画 ◆ ◆ あわら市地域防災計画 ◆

市民の皆さまから、次の計画に対するご意見を募集します。

　新年あけましておめでとうございます。
　市民の皆さまには、お健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　お陰様をもちまして、昨年は、あわら市誕生から満10年を迎えるとともに、間近に迫った北
陸新幹線金沢開業に向け、福井県の北の玄関口、そして福井県随一の温泉観光地として、さま
ざまなハード、ソフト事業を展開しながら、市の魅力を県内外にアピールすることができました。
　また、学校給食や幼児教育制度など、合併以来の懸案に一つ一つ解決を見ながら、３万市民
のふるさとにふさわしい自治体として、その機能を整備することができた年でもありました。
　一方、国政は、慌ただしい年の瀬選挙となった衆議院議員総選挙を経て、ようやく正常に戻っ
て参りましたが、これを機に地方創生や景気回復などの重要政策がこれまで以上にスピード感
を持って進められることを期待しております。あわら市といたしましても、その動向を注視し
ながら、市政の推進に努めたいと考えております。
　さて、今年は、合併後策定したまちづくりの指針である「総合振興計画」の最終年度を迎えます。
このため、現在次の10年間を展望した「第２次総合振興計画」の策定準備を進めているところです。
　これからの10年間、あわら市を取り巻く環境にはいくつかの変化が生じます。中には市の将
来を左右する重大な転換点となり得るものも含まれています。
　その最大のものが北陸新幹線です。今年３月に金沢まで開業する北陸新幹線の一日も早い県
内延伸は、あわら市民、そして福井県民みんなの願いです。開業後、北陸地域にもたらされる
経済波及効果は、年間800億円とも試算される北陸新幹線ですが、一方で、これを迎えるため
に進めるＪＲ芦原温泉駅周辺の整備には、大きな事業費の投入が求められています。
　もう一つは、人口減少と超高齢社会の到来です。出生率低下に伴う人口減少とともに、人口
に占める高齢者の割合が高くなる超高齢社会への進行が一段と加速されます。そのための施策も
待ったなしで取り組む必要があります。地方創生時代における自治体間の知恵比べの始まりです。
　こうした環境の変化を考慮しながら、次の10年に向けた計画策定に着手していくわけですが、
市民の皆さまのご意見も十分に伺いながら、作業を進めて参りたいと考えております。
　新たに迎えたこの１年も、市民福祉の向上とあわら市の発展に向けて、全力を尽くす所存で
ありますので、一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　年頭に当たり、皆さまのご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げ、新年のごあいさつといた
します。

あわら市長　　橋　本　達　也

新春の

ごあいさつ基調講演

パネルディスカッション

Tatsuya H
ashimoto
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